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「笑味（えみ）ちゃん」
ＪＡグループでは、国産農畜産物の使
用・購入を推進する「みんなのよい食
プロジェクト」に取り組んでいます。
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表紙の紹介

目次 ＣＯＮＴＥＮＴＳ

★JA埼玉ひびきのSDGｓ取組決議
　JA埼玉ひびきのは、令和３年３月の理事会で「持続可能
な食料の生産と地域農業の振興、農を中心とした豊かな地
域づくり」に向けて独自のSDGｓ取組決議を行いました。
　今後もJAグループ組織を通じて積極的な働きかけを行っ
てまいります。

　 事業の概要
貯　金　残　高
貸 出 金 残 高
長期共済保有高
販 売 品 取 扱 高
購 買 品 取 扱 高
出 資 金 残 高

　今月の表紙は、井古田和也さん・美佐子さんご夫妻です。
　井古田さんのご実家は代々の胡瓜農家で、ご自身は20年前に家業
を継ぐために就農されました。現在はご夫婦とお母様の３人で、胡瓜
ハウスを４ａ営まれる傍ら、お米も７ａほど栽培されています。
　今年は暖かい天気が続いたためか、胡瓜が今までにないくらい沢山
出来て、非常に忙しかったそうです。
　趣味は奥様と一緒にドライブに出かけたり、外食をすることです
が、１年を通して忙しく中々行く機会はないとのこと。
　また、お仕事は朝が早いため、愛犬のラッキーちゃんの散歩はいつ
も日が昇る前の暗い時間に出かけるそうです。
　「家族だけで今の規模を続けていくのは大変だが、頑張れるところ
まで頑張りたい。」と意気込みを語ってくださいました。
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５
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催
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５
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⑷
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⑸
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⑺
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⑻
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⑼
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⑾
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テ
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５
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⑸
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５
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⑾
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⑿
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⑷
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⑸
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２
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⑺
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⑼
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縮
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⑽
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⒀
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Ａ
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５
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績
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５
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９
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績
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⒂
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５
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催
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５
年
11
月
28
日
㈫

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分

　
場　
所
：
本
店
２
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自 己 改 革 の さ ら な る 実 践

♦田んぼオーナー稲刈り体験♦

♦アグリパーク上里　６周年大創業祭♦

　10月７日、ＪＡ埼玉ひびきの上里地区で、田んぼオーナー
による稲刈り体験が行われ、田んぼオーナーとその家族を含
む大人25人と子ども17人が参加しました。
　稲刈りが行われたのは今年６月に田んぼオーナーらによっ
て田植えが行われた田んぼで、今回も東京都内など各地から
参加者が集まりました。
　子どもはもちろん、多くの大人にとっても手作業での稲刈
りは初めての経験で、参加者たちは鎌の扱いに苦戦しながら
も精力的に収穫作業に取り組んでいました。全部の稲を刈り
終わった後も子どもたちは「もっと
稲刈りをしたい」と元気いっぱいで
した。
　稲刈り体験の後にはアグリパーク
上里直売所で、炊き立ての新米を
使った塩おにぎりが参加者に振舞わ
れました。
　おにぎりを口にした参加者は「新
米のおいしさに感動した」と語って
くださいました。

　埼玉ひびきのアグリパーク上里直売所は10月28日と29日の２日間に渡って開業６周年の大創業祭を開催
しました。
　同直売所は2017年11月14日に当ＪＡの旧「かみさと館直売所」が閉店されたことに伴い、同月19日に
関越自動車道上里サービスエリアに連結する上里スマートインターチェンジを降りてすぐの現在の場所にリ
ニューアルオープンしました。
　上里カンターレと隣接し、店内には約60席のフードコートが設けられており、店内には「武蔵野うどん
　きやんち上里店」とハンバーグレストランの「グリルＫ」が出店するなど新しい形の直売所として地元住
民はもちろん県内外からの来店者で賑わっています。
　創業祭イベント当日には、新鮮な野菜や果物が特別価格で販売されました。
　また多くの屋台が出店し、来店者には「とっかん」で作られたポン菓子が無料配布されました。
　大抽選会も開催され、訪れた多くの人々でイベントは大盛況となりました。

大抽選会も開催出来立てのポン菓子をどうぞ！

みんなで稲刈り！ とってもたのしい！

イベントは大盛況でした！

いっぱいとれたよ！
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自 己 改 革 の さ ら な る 実 践

♦第13回ＪＡ埼玉ひびきのサッカー大会開催（Ｕ11）♦

　11月18日と19日の２日間に亘り、上里町堤調整池運動公園にて、「第13回ＪＡ埼玉ひびきのサッカー大会」
が開催され、16チーム（約200名）が参加しました。
　大会期間中は天候に恵まれ、４コートに分かれて熱戦が繰り広げられました。選手たちの懸命なプレーに
対して熱い声援が送られま
した。
　出場チームがそれぞれ優
勝を目指して奮闘しました。
高学年になるとプレーのス
ピード、テクニック、パ
ワーも一段と向上し、男子
も女子も目を見張るような
プレーを随所に見せてくれ
ました。
　表彰式では、岩田義雪専
務から優勝チームと、上位
入賞チームにトロフィーと
賞状と記念品が授与されま
した。

♦年金・共済友の会１泊２日の旅  八幡屋と日光東照宮を巡る旅♦

　ＪＡ埼玉ひびきの年金・共済友の会（井上健治会長）は11月13日から14日にかけて会員の健康増進と会
員相互の親睦を図ることを目的に、栃木県日光市と福島県を旅する１泊２日旅行を開催し、会員67名が参
加しました。
　旅行初日には、最初に日光東照宮を参拝。世界遺産に登録されている寺社のある境内を自由見学しました。
　また、午後には奥州関門の名城として知られる白河小峰城跡を訪れ、ボランティアガイドと一緒に巡りま
した。
　宿泊先は名湯母畑温泉で知られる「八幡屋」。夕食の宴席では長寿参加者のお祝いが行われ、３名に記念
品が贈呈されました。また、カラオケ大会と抽選会も開催され大いに盛り上がり、会員同士が懇親を深めま

した。
　旅行２日目にはいわき震災伝承みら
い館を訪れ、様々な震災関連の展示物
に触れました。
　また、地元の道の駅やお土産物店を
訪れ、お買い物を楽しみました。
　参加者からは「いろんな所に行けて、
温泉にも入れて、とても楽しかった。
ぜひまた参加したい」と大好評でした。

３位　神川パルフェサッカースポーツ少年団

旅行を満喫した参加者

２位　新町サッカークラブＡ

１位　児玉ディパーチャＦCスポーツ少年団挨拶をする岩田義雪専務

とても楽しい旅行でした 名城白川小峰城跡
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自 己 改 革 の さ ら な る 実 践

♦第３回准組合員モニター開催♦

　10月13日、ＪＡ埼玉ひびきのは准組合員モニターを開催し、10名の准組合員が参加しました。准組合員
モニターはＪＡ組合員の半数近くを占める准組合員の意見をきくとともに、ＪＡ事業への理解を深めてもら
うことを目的として今年から新たに始められた取り組みです。
　第３回目の開催となる今回は野菜の収穫体験を
実施しました。参加者たちはＪＡの子会社である
ＪＡひびきのファームの胡瓜ハウスで胡瓜の収穫
作業に取り組みました。
　収穫体験後にはＪＡ本店ひびきのホールで胡瓜
のサンドウィッチなど地元の旬野菜を使った昼食
が振舞われました。
　参加者からは「沢山収穫できて楽しかった。」

「サンドウィッチがとてもおいしかった」など沢
山の好評の声を頂きました。

ＪＡひびきのファームを訪れた参加者

♦早稲田大学本庄高等学院生による農業体験♦

　「地域農業に貢献したい」という早稲田大学本庄高等学院の学生
有志の声を受け、ＪＡは同校の学生に生産から販売まで幅広く農業
に接してもらう機会を設けました。
　９月20日に、当ＪＡこだま館直売所を学生が訪問。地元の野菜
がどのような形で販売されているのか見ていただきました。直売所
を初めて訪れたという学生も多く、野菜の袋の詰め方やポップのデ
ザインなど随所に見られる販売の工夫に感心していました。
　10月18日には、児玉地区の生産者山本道雄さんの圃場（道ちゃ
ん農園）で、旬を迎えたさつまいもの収穫体験を行いました。学生
らにとって土を掘って収穫するのは初めての体験で硬い土に苦戦し
ながらも、懸命に作業に取り組みました。
　収穫体験後、あおぞら館直売所生産者部会の金井剛会長のお宅を
訪問し、農業に対する思いとその大変さなど生産者の生の声を聴か
せていただきました。
　11月12日に開催されたＪＲ本庄早稲田駅開業20周年の「ほわ
フェスタ2023 ～20th Anniversarry～」ではＪＡの出店ブースで
新米の試食の案内や野菜販売の声掛けなどをしてもらい地元野菜の
ＰＲに貢献して頂きました。
　同学院の学生はこれらの活動や体験を参考にして地元野菜等のＰ
Ｒや販売促進のためのポスターを作成し、直売所に掲示する予定で
す。 ほわフェスタ

収穫体験

生産者との面談
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新
嘗
祭
献
穀
者
に
感
謝
状
を
贈
呈

　
10
月
４
日
、
埼
玉
ひ
び
き
の
本
庄
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
で

白
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
の
出
荷
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
の
本
庄
地
区
野
菜
一
元
出
荷
協
議
会
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー

部
会
（
戸
塚
貞
男
部
会
長
）
に
は
68
人
の
生
産
者
が
所
属
し
、

栽
培
面
積
は
約
17
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
及
び
ま
す
。

　
９
月
中
下
旬
頃
に
「
ホ
ワ
イ
ト
パ
ラ
ソ
ル
」
な
ど
の
早
生

品
種
か
ら
出
荷
が
始
ま
り
、そ
こ
か
ら「
雪
ま
つ
り
」、「
福
月
」

を
主
と
し
た
中
生
品
種
、「
春
月
」
な
ど
の
晩
生
品
種
な
ど

に
品
種
切
替
を
し
な
が
ら
３
月
下
旬
ま
で
出
荷
が
続
き
ま
す
。

　
最
盛
期
は
11
月
下
旬
か
ら
１
月
上
旬
頃
ま
で
で
、
今
年
は

１
箱
６
キ
ロ
の
段
ボ
ー
ル
箱
が
シ
ー
ズ
ン
を
通
し
て
約
３
万

ケ
ー
ス
出
荷
さ
れ
る
見
込
み
で
す
。

　
同
部
会
の
戸
塚
貞
男
部
会
長
は
「
記
録
的
な
暑
い
夏
を
乗
り
越
え
て
、
立
派
な
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
が
出
来
た
。

よ
り
多
く
の
消
費
者
に
本
庄
市
の
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
を
味
わ
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
11
月
29
日
、
埼
玉
県
は
さ

い
た
ま
市
の
知
事
公
館
で
新

嘗
祭
献
穀
者
へ
の
感
謝
状
贈

呈
式
を
開
催
。
献
穀
者
に
選

ば
れ
た
本
庄
市
児
玉
町
の
生

産
者
荻
野
浩
さ
ん
小
百
合
さ

ん
ご
夫
妻
が
横
塚
正
一
埼
玉

県
農
林
部
長
よ
り
埼
玉
県
知

事
か
ら
の
感
謝
状
と
宮
内
庁

か
ら
の
記
念
品
を
、
Ｊ
Ａ
埼

玉
県
中
央
会
の
坂
本
富
雄
会

長
か
ら
記
念
品
を
授
与
さ
れ

ま
し
た
。
荻
野
さ
ん
夫
妻
は

10
月
中
旬
に
県
産
ブ
ラ
ン
ド

米
「
彩
の
き
ず
な
」
の
精
米

１
升
（
約
１・
８
キ
ロ
）
を

皇
居
に
献
納
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
は
献
納
す
る
精
米
を

職
員
の
手
作
業
で
選
粒
す
る

な
ど
し
て
ご
協
力
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た

　
荻
野
浩
さ
ん
は
「
猛
暑
や

水
不
足
な
ど
心
配
な
こ
と
が

多
か
っ
た
が
、
大
役
を
果
た

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
伝

統
あ
る
新
嘗
祭
に
携
わ
る
こ

と
が
で
き
た
こ
と
を
光
栄
に

思
い
ま
す
」
と
話
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

最
盛
期
に
向
け
秋
冬
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
目
揃
え
会
開
催

きれいなカリフラワーができました

　
11
月
２
日
、
埼
玉
ひ
び
き
の
南
部
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
に

て
、
南
部
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
部
会
（
海
北
昌
宏
部
会
長
）
が
目

揃
え
会
を
開
催
。
生
産
者
41
名
と
Ｊ
Ａ
職
員
・
全
農
・
市
場

関
係
者
ら
が
参
加
し
、
出
荷
の
最
盛
期
に
向
け
て
規
格
の
確

認
を
行
い
ま
し
た
。

　
市
場
関
係
者
か
ら
は
「
品
種
が
切
り
替
わ
る
時
期
の
見
極

め
が
大
事
。
産
地
と
の
連
携
を
密
に
し
た
い
」
と
の
説
明

が
あ
り
、
同
部
会
の
海
北
昌
宏
部
会
長
は
「
規
格
を
揃
え
て
、

少
し
で
も
有
利
販
売
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
に
努
め
て
ほ
し

い
」
と
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

白
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
本
格
出
荷熱心に規格について話し合う参加者

献穀米稲刈りに立ち会った関係者お米を選別するJA職員感謝状を受け取った荻野さんご夫妻
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11
月
19
日
、Ｊ
Ａ
は
本
庄
市
総
合
公
園
で
開
催
さ
れ
た
「
ほ
ん
じ
ょ
う
産
業
フ
ェ
ス
タ
」

に
新
米
販
売
ブ
ー
ス
を
出
店
し
ま
し
た
。

　
同
イ
ベ
ン
ト
は
、
本
庄
市
の
産
業
振
興
や
経
済
の
活
性
化
を
推
進
し
、
市
内
の
産
業
の

魅
力
を
発
信
す
る
こ
と
を
目
的
に
昨
年
か
ら
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
は
新
米
と
牛
乳
の
消
費
拡
大
を
Ｐ
Ｒ
す
る

た
め
「
お
米
の
す
く
い
と
り
」
を
実
施
し
、
参
加

し
て
い
た
だ
い
た
お
客
様
に
す
く
い
取
っ
た
お
米

と
一
緒
に
牛
乳
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。「
お

米
の
す
く
い
と
り
」
の
前
に
は
行
列
が
で
き
て
大

盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
り
ん
ご
や
も
ち
麦
、「
彩
の
き
ず
な
」

に
「
彩
の
か
が
や
き
」
な
ど
の
新
米
が
特
別
価
格

で
販
売
さ
れ
ま
し
た
。

　

角
谷
明
春
営
農
経
済
部
長
は
、「
Ｊ
Ａ
で
は
、

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、
こ
れ
か
ら
も
地
元

農
産
物
を
消
費
者
の
皆
様
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
11
月
２
日
、
Ｊ
Ａ
は
美
里
町
で
開
催
さ
れ
た
「
第
39
回
み
さ
と
商
工
祭
」
に
地
元
野
菜

販
売
ブ
ー
ス
等
を
出
店
し
ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
美
里
町
と
そ
の
近
隣
の

企
業
等
が
ブ
ー
ス
を
出
店
し
、
各
企
業
が
自
社

の
Ｐ
Ｒ
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
に
続

き
、
Ｊ
Ａ
が
子
会
社
の
Ｊ
Ａ
ひ
び
き
の
フ
ァ
ー

ム
（
旧
美
里
支
店
）
の
敷
地
を
提
供
し
て
開
催

し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、多
く
の
来
場
者
が
訪
れ
、Ｊ
Ａ
ブ
ー

ス
に
は
新
鮮
な
野
菜
を
買
い
求
め
る
人
々
で
賑

わ
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
美
里
地
区
女
性
部
も
出
店
し
、
赤
飯

の
販
売
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
担
当
者
は
「
こ

の
機
会
に
た
く
さ
ん
の
人
に
農
協
を
Ｐ
Ｒ
し
た

い
」
と
意
気
込
み
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　
10
月
22
日
、
神
川
町
で
「
２
０
２
３
神
川
町
コ

ス
モ
ス
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
神
川

ゆ
～
ゆ
～
ラ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
た
今
回
の
イ
ベ

ン
ト
は
神
川
町
と
神
川
町
商
工
会
の
産
業
祭
が
共

催
の
お
祭
り
で
、
コ
ロ
ナ
禍
が
明
け
て
実
に
４
年

ぶ
り
に
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
同
町
内
外
の
芸
能
発
表
、
地
元
企
業

や
団
体
に
よ
る
展
示
販
売
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
も
神
川
地
区
女
性
部
が
赤
飯
の
販
売
を

行
っ
た
他
、
Ｊ
Ａ
職
員
が
果
物
や
手
作
り
の
焼
き

ま
ん
じ
ゅ
う
の
販
売
を
行
い
ま
し
た
。

　
11
月
12
日
、
上
里
町
堤
調
整
池
運
動
公
園
グ

ラ
ウ
ン
ド
に
て
開
催
さ
れ
た
「
２
０
２
３
か
み

さ
と
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
」
に
Ｊ
Ａ
埼
玉
ひ
び
き

の
上
里
地
区
青
年
部
と
女
性
部
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

当
日
は
会
場
の
一
角
に
農
協
ま
つ
り
コ
ー

ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、
女
性
部
は
赤
飯
を
販
売
し

た
他
、
す
い
と
ん
を
来
場
者
に
無
料
提
供
。
青

年
部
は
旬
の
野
菜
を
販
売
。
Ｊ
Ａ
職
員
が
焼
き

そ
ば
を
販
売
し
た
他
、
農
機
セ
ン
タ
ー
に
よ
る

ミ
ニ
展
示
会
や
地
元
の
上
里
支
店
の
ブ
ー
ス
な

ど
が
設
け
ら
れ
Ｊ
Ａ
の
各
事
業
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し

た
。

第
39
回
み
さ
と
商
工
祭
に
出
店

神
川
町
コ
ス
モ
ス
ま
つ
り
４
年
ぶ
り
に
開
催

２
０
２
３
か
み
さ
と
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
開
催

にぎわうふれあいまつり

ＪＡブースの販売風景

ＪＡブースも大盛況でした

ＪＡブースはたくさんの人で賑わいました

ほ
ん
じ
ょ
う
産
業
フ
ェ
ス
タ
で
新
米
を
Ｐ
Ｒ
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Ｊ
Ａ
埼
玉
ひ
び
き
の
養
蚕
部
会
は
、
10
月
４
日
、
埼
玉
県
美
里
町
の
Ｊ
Ａ
旧
大
沢
支
店

内
で
、
晩
秋
期
（
ば
ん
し
ゅ
う
き
）
の
繭
の
選
繭
（
せ
ん
け
ん
）
と
出
荷
を
行
い
ま
し
た
。

　
同
部
会
で
は
、
９
月
９
日
に
各
農
家
へ
稚
蚕
を

配
蚕
。
そ
の
後
、
お
よ
そ
４
週
間
か
け
て
飼
育
を

行
い
、
２
戸
の
生
産
農
家
が
晩
秋
期
に
飼
育
し
た

約
２
７
０
キ
ロ
の
「
白
繭
」
を
選
繭
し
、
製
糸
業

者
へ
出
荷
し
た
ま
し
た
。

　

同
部
会
で
は
、
春
・
夏
・
晩
秋
の
年
間
３
回
、

蚕
の
飼
育
と
繭
の
出
荷
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　
同
部
会
の
田
島
保
男
会
長
は
「
自
分
達
が
育
て

た
繭
か
ら
と
れ
る
シ
ル
ク
を
色
々
な
人
に
使
っ
て

も
ら
い
た
い
、
生
き
て
い
る
限
り
蚕
を
育
て
て
い

き
た
い
」
と
意
欲
を
見
せ
ま
し
た
。

　
児
玉
町
農
業
技
術
銀
行
と
Ｊ
Ａ
は
、
10
月
２
日
に
農
作
業
安
全
祈
願
祭
を
行
い
、
関
係

者
ら
が
祭
壇
に
向
か
い
玉
串
を
奉
納
し
て
作
業
の
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　
こ
の
式
典
は
、
児
玉
町
農
業
協
同
組
合

が
あ
っ
た
昭
和
58
年
か
ら
続
く
式
典
で
、

平
成
３
年
に
児
玉
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
が
新

設
さ
れ
て
か
ら
は
毎
年
、
同
施
設
の
稼
働

前
に
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
同
施
設
で
は
、
麦
で
は
普
通
麦
「
さ
と

の
そ
ら
」
ビ
ー
ル
麦
「
彩
の
星
」、
米
で

は
「
キ
ヌ
ヒ
カ
リ
・
彩
の
き
ず
な
・
彩
の

か
が
や
き
」
が
取
り
扱
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
埼
玉
ひ
び
き
の
本
庄
地
区
野
菜
一
元
出
荷
協
議
会
大
和
芋
部
会
（
松
本
理
部
会

長
）
は
、
10
月
12
日
、
各
生
産
者
圃
場
で
新
大
和
芋
の
試
し
掘
り
を
実
施
し
、
生
産
者
・

本
庄
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
・
Ｊ
Ａ
担
当
者
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
試
し
掘
り
は
、
１
つ
の
畑
で
５
本
程
度
掘
っ
て
、
棒
系
が
多
い
か
、
平
き
系
が
多
い
か
、

重
量
や
形
状
を
確
認
し
、
今
年
の
作
柄
や
収
量
を
換
算
し
ま
す
。
生
産
者
は
、
大
和
芋
が

棒
状
で
Ａ
品
率
が
上
が
る
よ
う
に

毎
年
デ
ー
タ
を
確
認
・
比
較
し
な

が
ら
生
産
し
、
品
質
向
上
に
よ
る

有
利
販
売
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
掘
り
出
し
た
大
和
芋
の
状
態
を

確
認
し
た
松
本
部
会
長
は
「
今
年

は
10
月
下
旬
頃
に
は
出
荷
を
始
め

ら
れ
そ
う
だ
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
こ
だ
ま
館
直
売
所
は
10
月
22
日
、
本
庄
市
児

玉
町
の
生
産
者
の
畑
で
、
サ
ツ
マ
イ
モ
収
穫
体
験
の

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
大
人
・
子
ど
も
を
含
む
36
名

が
参
加
し
ま
し
た
。
収
穫
す
る
品
種
は
「
ベ
ニ
あ
ず

ま
」「
ベ
ニ
は
る
か
」「
シ
ル
ク
ス
イ
ー
ト
」
の
３

種
類
で
す
。
参
加
者
に
は
好
き
な
品
種
を
選
ん
で

も
ら
い
、
１
区
画
ご
と
に
収
穫
し
ま
し
た
。「
ベ
ニ

あ
ず
ま
」
は
、
繊
維
質
が
少
な
く
甘
み
が
か
な
り

強
く
、
食
感
は
ホ
ク
ホ
ク
と
し
て
い
る
の
が
特
徴
。

「
ベ
ニ
は
る
か
」
は
糖
度
の
高
い
上
品
な
甘
さ
が
特

徴
。「
シ
ル
ク
ス
イ
ー
ト
」
は
滑
ら
か
な
食
感
と
優

し
い
甘
さ
が
特
徴
。
ど
れ
も
人
気
の
あ
る
品
種
で
す
。

　
参
加
し
た
家
族
は
「
土
を
掘
る
の
は
大
変
だ
け
ど
、
子
ど
も
た
ち
も
と
て
も
楽
し
ん
で

収
穫
で
き
た
。
家
に
帰
っ
た
ら
さ
っ
そ
く
さ
つ
ま
い
も
料
理
を
作
っ
て
あ
げ
た
い
」
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
収
穫
後
に
参
加
者
へ
「
ち
ょ
こ
っ
と
プ
レ
ゼ
ン
ト
」
と
し
て
、
Ａ
コ
ー
プ
マ
ー
ク
品
の

「
芋
け
ん
ぴ
」
を
進
呈
し
ま
し
た
。

児
玉
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
安
全
祈
願
祭

新
大
和
芋
試
し
掘
り
実
施

サ
ツ
マ
イ
モ
収
穫
体
験
開
催

お芋がとれたよ

安全を祈願する参加者

繭を出荷する生産者

晩
秋
蚕
期
繭
出
荷
を
迎
え
る

掘り出した大和芋を確認する
生産者とＪＡ職員
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   　１２月28日（木）まで営業　　   １月９日（火）より営業

本・支店
１２月29日（金）まで営業　　　１月４日（木）より営業

（1/4のみ17：00終了）

ATMコーナー
全  日  稼  働　（通常の休日と同じ稼働時間）

営農経済センター
１２月28日（木）まで営業　　   １月４日（木）より営業

（1/4のみ17：00終了）

直売所（本庄・上里・美里・児玉・神川）

１２月30日（土）まで営業　　   １月５日（金）より営業

農機自動車センター

美里・神川セルフガソリンスタンド
１２月31日（日）まで営業　　　１月３日（水）より営業

※12/31・1/3のみ8：00～18：00の短縮営業

ＪＡひびきのファーム
１２月28日（木）まで営業　　　１月４日（木）より営業

催事相談センター・アグリホール上里・
アグリホール児玉 休業中の緊急連絡先について

◎キャッシュカード・通帳の事故等受付
　0120‒318‒242（フリーダイヤル）

◎交通事故等受付　　　　　　　  
　0120‒258‒931（フリーダイヤル）

催事相談センター（72－8778）
アグリホール上里（35－3152）
アグリホール児玉（72－8777）

年末年始は無休で受付しますので、催事の際は
ご連絡ください（1/1～2は受付のみ）



ひびきの広場ひびきの広場では、出演者を募集しております。自薦・他薦は問いません。ご連絡は、企画総務課（24-7711）
または最寄りの支店窓口までお願いします。皆様からのたくさんのご応募をお待ちしております。

Smile
便り

直売所パートさん紹
介

ひびきの

10

　大澤さんは、アグリパーク上里直売所に勤め始めて４週間

の新人スタッフです。主に商品の陳列とレジなどでの接客の

お仕事をしています。

　お客様と出荷に来る生産者の方たちにいつも笑顔で接する

ことと、直売所を快適に利用していただくために常日頃から

親切かつ適切な対応ができるように心掛けているとのことで

す。

　「アグリパーク上里直売所は、１年を通して旬の野菜を豊

富に取り揃えています。今の時期は、ブロッコリー、白菜、

キャベツ、葱が旬となっております。また、フードコートも

併設しており、長い時間お楽しみ頂けます。お近くにお越し

の際にはぜひお立ち寄りください」と語ってくださいました。大
お お さ わ

澤　美
み さ き

咲さん
アグリパーク上里　直売所

本庄市栄　佐
さ

藤
とう

　遼
りょう

さん（27歳）

　佐藤さんは今年就農されたばかりの新米の農家さ
んです。現在は児玉地区の農家さんのもとで営農を
学んでいます。
　大学時代にアルバイトで農業の仕事に携わった際
にその仕事に魅力を感じ、同じ生産者のもとで農業
を学んでいた大学時代の同級生から誘われたことを
きっかけにご自身も本格的に農業に携わることを決
心しました。
　現在はブロッコリー、カリフラワー、キャベツな
どの露地野菜の栽培に携わっています。作業の段取
りなどどうしたらいいかわからないことだらけです
が、新しいことを勉強する毎日はとても充実してい
るそうです。将来的にはＳＮＳなどを活用して農業
の魅力を発信したいと考えています。
　今後の目標については「まずは彼がいてくれると
助かると思われるような周りの人の役に立てる人間
になりたいです」と語ってくださいました。



なかよし夫婦！
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清
水
義
晴
さ
ん
・
明
美
さ
ん
は
、
茄
子
農
家
を
営
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
今
年
で

結
婚
35
年
目
の
ご
夫
婦
で
す
。

　
お
二
人
の
趣
味
は
一
緒
に
出
掛
け
る
こ
と
で
、
特
に
各
地
の
「
道
の
駅
」
を
訪

れ
て
は
地
元
の
農
産
物
な
ど
を
見
て
回
る
そ
う
で
す
。

　
ま
た
、
お
孫
さ
ん
た
ち
と
遊
ぶ
こ
と
も
大
き
な
楽
し
み
で
す
。

　
夫
婦
円
満
の
秘
訣
は
相
手
に
干
渉
し
過
ぎ
な
い
こ
と
。
一
緒
に
出
掛
け
る
こ
と

も
あ
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
思
い
思
い
に
過
ご
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

時
間
を
尊
重
し
合
っ
て
い
ま
す
。

　
農
業
を
始
め
ら
れ
た
の
は
６
年
前
の
こ
と
で
、
大
変
な
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、

夫
婦
二
人
三
脚
で
乗
り
越
え
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
後
に
つ
い
て
伺
う
と
、「
こ
れ
か
ら
も
二
人
仲
良
く
元
気
に
、
長
生
き
で
き
る

よ
う
頑
張
っ
て
行
き
た
い
」
と
お
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

児玉町高柳

清水　義
よしはる
晴さん　

　　　明
あけ
美
み
さん　ご夫婦

本庄市四方田

須藤　琴
こ と み

美さん（８歳）
　　　智

と も み

美さん（６歳）
　　　大

だ い ち

智さん（４歳）

　
今
回
の
我
が
家
の
元
気
っ
こ
は
須
藤
陽
亮
さ
ん
・
真
依
さ
ん
の

お
宅
か
ら
須
藤
琴
美
さ
ん
・
智
美
さ
ん
・
大
智
さ
ん
を
紹
介
し
ま

す
。

　
琴
美
さ
ん
の
特
技
は
縄
跳
び
で
、
弟
の
大
智
さ
ん
と
遊
ぶ
こ
と

が
大
好
き
で
す
。
智
美
さ
ん
は
絵
を
描
く
こ
と
が
得
意
で
、
よ
く

家
族
５
人
が
一
緒
に
い
る
絵
を
描
い
て
い
る
そ
う
で
す
。
大
智
さ

ん
は
外
で
遊
ぶ
こ
と
が
大
好
き
で
、
お
姉
さ
ん
た
ち
と
よ
く
フ
ラ

フ
ー
プ
や
風
船
で
遊
ん
で
い
ま
す
。

　
ご
家
族
で
の
楽
し
み
は
休
日
に
、
遊
園
地
や
動
物
園
な
ど
に
出

か
け
る
こ
と
だ
そ
う
で
す
。

　
子
ど
も
た
ち
の
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て
は
「
き
ょ
う
だ
い
仲
良
く
、

み
ん
な
元
気
に
育
っ
て
ほ
し
い
」
と
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。



生き活き ＷOMEN 女性部
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　ＪＡ上里地区女性部（橋爪たか子部長）は10月
19日、ＪＡ上里営農経済センターで手芸教室を開
催しました。
　昨年と同様に橋爪部長自らが講師を務めた今回の
教室には部員21名が参加しました。
　参加した部員は好きな素材を選んで、個々に配布
された資料を参考にしながら毛糸のネックレス作り
に取り組んでいました。
　参加者からは「とてもかわいいのができた。自分
で作ったものは特に愛着が湧く」と嬉しそうに語っ
ていました。
　橋爪部長は「編むのがはじめての方もいましたが、
簡単にできるので段々編めるようになりました」と
話してくださいました。

　ＪＡ児玉地区女性部（田島まり子部長）
は11月14日、ＪＡ児玉支店の会議室で健
康体操教室を開催しました。
　高齢者指導に熱心な木村史雄さんら講師４名を迎
えた今回の教室には同女性部員30名が参加しまし
た。
　活動内容は「アイウエオ」などの原稿を読み上げ
る「お口の体操」か
ら椅子を使った「は
にぽんトレーニン
グ」と呼ばれる筋力
トレーニングに脳ト
レまで多岐にわたり、
普段は運動に縁が少
ない参加者も楽しみ
ながら活動に取り組
んでいました。
　田島まり子部長は

「楽しく運動ができ
た。部員の皆様の健
康に役立てれば幸い
です」と話していま
した。

　10月５日と11月10日ＪＡ本店調理室
にて「家の光クラブ」（第１回と第２回）
を開催し、２日間で、合計18名の女性部員
の読者が参加しました。家の光クラブは、「家の光」
の記事活用を行い、購読者の増加と仲間作りを目的
に、料理教室やハンドメイドで様々なものを作って
います。
　当日のメニューは家の光10月号と過去の記事か
らピックアップしたもので、第１回では「エノキ入
りギョウザ」・「キャロットラペ」・「ほうとう風みそ

汁」を作りました。
　第２回では「鶏む
ね肉の塩こうじから
揚げ」・「ホウレンソ
ウとワカメのオイス
ターあえ」・「レンコ
ンスープ」「ツナと
新しょうがのご飯」
などを作りました。
　参加者からは「簡
単に出来てとても美
味しかった。さっそ
く家でまた作りた
い」と話していまし
た。

　ＪＡ神川地区女性部（茂木八千代部長）
は10月22日、神川コスモス祭りに合わせ
て、女性部バザーを開催しました。
　バザーでは部員が作った漬物や未使用の食器類な
どを展示販売したり、SDGsの取り組みの一環とし
て、バザーやフードバンク活動（食品を必要として
いる人に無料で提供する活動）を行っていて、活動
収益の一部を寄付し
ています。
　今回のバザーで
集まった米、のり、
油、缶詰等の食料品
は、11月17日にＪA
の本店にて、特定非
営利活動法人フード
バンク埼玉の永田信
雄理事へ引き渡され
ました。永田理事は

「必要とする人にお
渡ししたい」と喜ば
れていました。

児玉地区女性部 健康体操教室「家の光クラブ」活動報告

素敵なネックレスができました

はにぽんトレーニング

賑わうバザー

 フードバンクへ寄付

「アイウエオ」でお口の体操

美味しい料理ができました

神川地区女性部バザー開催上里地区女性部手芸教室



　営農
技術情報
　営農
技術情報

【問い合わせ】埼玉県本庄農林振興センター農業支援部　 TEL 0495−22−311613

果 樹 の せ ん 定

　果樹のせん定作業は樹形や来作の果実収量、品質に影響を与える重要な作業です。樹種ごとの結果習性
やせん定方法などを理解し、作業に臨みましょう。

・効率的に栽培管理できる樹形に整える。
・樹の生長と開花・結実のバランスを保つ。
・枝の間合いを取り、通風・採光を良くして、品質の良い果実を作り、病害虫の発生を防ぐ。

●落葉果樹……………………落葉している11月～２月頃
●ミカンなどのカンキツ類…２月～３月頃

主　　　　幹：地上から最上位の主枝の分岐点までのいわゆる幹の部分
主枝・亜主枝：樹形の骨格となる太い枝
側　　　　枝：結果枝や結果母枝をつける枝
結　果　枝：果実をつける枝

　枝が伸びやすいもの、開帳しやすいものなど樹種によって異なります。本来の性質にあった樹形を目標
としてせん定します。
●クリ・リンゴ・カキ………………変形主幹形、主幹形
●ウメ・モモ・スモモ・カンキツ…開心自然形、開心形

　果樹は樹種ごとに実のなり方が異なり、そのなり方を結果習性といいます。結果習性は結果母枝型と結
果枝型の２種類に分けられます。
●結果母枝型…今年発生した枝が結果母枝になり、翌年その枝から発生する結果枝に花芽が着生して開

花結実する。（カキ、クリ、カンキツなど）
●結 果 枝 型…今年発生した枝が結果枝になり、花芽が着生して翌年開花結実する。（ウメ、モモ、スモモ、

リンゴなど）

　基本的なせん定方法として、「切り返しせん定」と「間引きせん定」があります。切り返しせん定は、
枝の途中で切り返す方法であり、主枝や亜主枝などの先端を強く伸ばしたい時や、若木の育成、弱った樹
の樹勢回復のために行います。間引きせん定は、枝の基部から切り落とす方法で、日陰を作る内向きの枝
や直上に徒長した枝、枯死した枝の切除、樹全体の受光態勢の向上や病害虫防除のために行います。
　また、枝の先端にしか花芽が着生しないカキやクリは、切り返すと果実がならなくなってしまうため、
間引きせん定を主体とします。

　せん定に慣れていない方は枝を切り過ぎてしまう傾向があります。まずは、混んでいる枝を整理し、や
や多めに枝を残すことを意識するとよいでしょう。

１．せん定の目的

２．せん定の時期

５．果樹の結果習性

３．枝 の 種 類

４．樹形と整枝法

６．せ ん 定 方 法
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「こういった場合はどうなの？」など、皆さまからのご質問（具体的でなくて結構です）にもお答えいたします。
別添のクイズ解答用紙にご質問内容をご記入いただきお送りください。

ＪＡ埼玉ひびきの 顧問弁護士　長 島 佑 享
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ＪＡ埼玉ひびきの 顧問弁護士　長 島 佑 享

親権者ではない私が子どもを連れ出したら？
人身保護や慰謝料請求のおそれ

護身用にナイフを携帯してよい？
犯罪に問われるおそれ

　私Ａは夫Ｂに浮気を疑われ、親族会議の結果、Ｂの父から「１回離婚し
なさい。やり直したいなら３か月ほど時間をおきなさい」と言われ、子Ｃ

（５歳）の親権者をＢとして協議離婚し１人で別居しました。３か月後、私は籍を戻さな
いまま再びＢＣと同居してみましたが、１年後の今、やはりＢとはやり直せないと思っ
ています。親権者はＢですがＣは私になついているので、実家に戻るにあたりＢに無断
でＣを連れていっても問題ないでしょうか。

　
成
年
に
達
し
な
い
子
は
父
母

の
親
権
に
服
し
、
父
母
が
協

議
離
婚
を
す
る
際
に
は
、
協

議
で
そ
の
一
方
を
親
権
者

と
定
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
（
民
法

８
１
８
、８
１
９
条
）。
Ａ
Ｂ
は
協
議
離
婚
の

際
に
Ｂ
を
親
権
者
と
指
定
し
た
の
で
、
Ｃ
は

Ｂ
の
単
独
親
権
に
服
し
て
い
る
状
態
で
す
。

そ
し
て
、
夫
婦
が
離
婚
し
た
場
合
に
、
親
権

者
で
な
い
者
が
親
権
者
の
元
に
い
る
６
歳
程

度
の
幼
児
を
勝
手
に
連
れ
出
す
と
、
人
身
保

護
請
求
と
い
う
強
制
力
を
伴
う
手
続
に
よ
り

子
の
引
渡
し
を
命
じ
ら
れ
る
お
そ
れ
が
あ
り

ま
す
（
最
判
昭
和
47
年
７
月
25
日
）。

　
ま
た
、
親
権
と
は
、
子
ど
も
の
利
益
の
た

め
に
、
監
護
、
教
育
を
行
っ
た
り
、
子
の
財

産
を
管
理
し
た
り
す
る
権
限
で
あ
り
義
務
で

す
か
ら
、
Ｂ
は
そ
の
意
思
に
反
し
て
Ｃ
と
引

き
離
さ
れ
な
い
法
的
利
益
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
た
め
Ａ
が
実
家
に
戻
る
に
あ
た
り
Ｂ
に
無

断
で
Ｃ
を
連
れ
出
す
行
為
は
、
Ｂ
が
単
独
で

Ｃ
を
監
護
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
Ｃ
の
幸
福

に
反
す
る
と
い
っ
た
事
情
が
な
い
限
り
、
不

法
行
為
と
し
て
慰
謝
料
請
求
を
受
け
る
お
そ

れ
が
あ
り
ま
す
（
東
京
地
判
令
和
４
年
３
月

25
日
）。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
す
る
と
、
Ａ
は
、
Ｃ

を
連
れ
出
す
前
に
、
家
庭
裁
判
所
に
親
権
者

を
Ａ
に
変
更
す
る
こ
と
を
申
立
て
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。

Ｑ1

Ａ1

　私の息子は兼業農家で、農閑期はアルバイトをしています。ある日、ア
ルバイトに行く準備をしている息子のカバンに、キャンプ等で使ういわゆ
るアウトドアナイフが入っているのが見えました。驚いて息子に理由を聞

くと、「夜道で絡まれるなど、いざというときの護身用だ。俺は刃物の扱いに慣れてい
るから大丈夫。」と言います。
　護身用とはいえ相手に大怪我をさせる恐れのある刃物を持ち歩いて、法律上は問題な
いのでしょうか。

　
わ
が
国
で
は
、
正
当
な
理
由

な
く
、
刃
体
の
長
さ
が
６
㎝
を

こ
え
る
刃
物
（
一
定
の
は
さ
み

等
の
例
外
は
あ
り
ま
す
）
の
携

帯
を
禁
止
し
て
い
ま
す
（
銃
砲

刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
（
銃
刀
法
）
22
条
）。

　
刃
物
を
外
に
持
ち
歩
く
な
ど
し
て
携
帯
す

る
と
、
人
の
生
命
身
体
に
対
す
る
危
害
を
招

く
お
そ
れ
が
あ
る
か
ら
で
す
。

　
こ
れ
に
違
反
す
る
と
２
年
以
下
の
懲
役
又

は
30
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
ま
す

（
31
条
の
８
）。

　
ま
た
、
刃
体
の
長
さ
が
６
㎝
を
超
え
な
く

て
も
、
軽
犯
罪
法
で
は
、
正
当
な
理
由
な
く
、

刃
物
、
鉄
棒
な
ど
人
の
生
命
身
体
に
重
大
な

害
を
加
え
る
の
に
使
用
さ
れ
る
よ
う
な
器
具

を
隠
し
て
携
帯
し
て
は
な
ら
な
い
と
し
て
い

ま
す
。

　
違
反
す
る
と
拘
留
又
は
科
料
に
処
せ
ら
れ

ま
す
（
１
条
２
号
）。

　
銃
刀
法
で
も
軽
犯
罪
法
で
も
、
正
当
な
理

由
と
は
、
お
店
で
購
入
し
て
自
宅
へ
持
ち
帰

る
場
合
な
ど
で
あ
り
、
護
身
用
と
い
う
理
由

は
こ
れ
に
当
た
り
ま
せ
ん
。

　
従
っ
て
、
本
件
は
、
刃
渡
り
の
長
さ
に
よ

り
、
銃
刀
法
ま
た
は
軽
犯
罪
法
違
反
と
な
る

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
仮
に
、
そ
の
ナ
イ
フ
で
他
人
を
傷
つ
け
る

と
、
法
律
上
の
正
当
防
衛
が
成
立
し
な
い
限

り
、
民
事
及
び
刑
事
上
の
違
法
行
為
と
な
り

ま
す
。

　
夜
道
が
心
配
で
あ
れ
ば
、
複
数
人
で
帰
る
、

防
犯
ブ
ザ
ー
を
持
ち
歩
く
、
な
ど
違
法
で
は

な
い
他
の
方
法
を
お
勧
め
し
ま
す
。

Ｑ2

　Ａ2
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マメトラ農機㈱ご利用者の皆様へ

廃業のお知らせ
　この度マメトラ農機株式会社は諸般の事情により令和５年11月30日を持ちまして

廃業いたしました。

　令和５年12月１日～令和６年１月31日までは、後継業者への移行期間として、部品・

修理受付停止となります。

　令和６年２月以降のマメトラ農機部品につきましては、マメトラアフターサービス

（仮称）が受付窓口となりＪＡ等へ供給となります。

　ご不明な点は、下記の農機自動車センターまでお問合せください。

●ＪＡ埼玉ひびきの　農機自動車センター
所在地：〒363-0204　埼玉県本庄市児玉町蛭川960-1
ＴＥＬ：0495-72-5307　ＦＡＸ：0495-72-6738
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★
「
歳
月
は
人
を
待
た
ず
」
と
書
初
を
書

い
た
の
は
い
つ
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
あ

れ
も
こ
れ
も
と
や
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ

り
す
ぎ
て
…
実
行
あ
る
の
み
、
小
さ
な
身

近
な
こ
と
か
ら
片
付
け
て
年
末
を
す
ご

し
、
来
年
に
つ
な
げ
た
い
。

�

ト
コ
ち
ゃ
ん
さ
ん

　

 

今
年
も
い
つ
の
間
に
か
も
う
12
月
。

１
年
が
経
つ
の
は
あ
っ
と
い
う
間
で
す
ね
。

い
つ
の
間
に
か
過
ぎ
て
し
ま
う
か
ら
こ
そ

今
の
時
間
を
大
切
に
し
た
い
で
す
。

編

　

 

今
で
は
家
の
中
を
箒
で
掃
除
す
る
こ
と

も
珍
し
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。何
か
と

忙
し
い
世
の
中
で
す
が
年
末
く
ら
い
は

じ
っ
く
り
と
掃
除
を
し
た
い
で
す
ね
。

編

サンフラワーさん

＊イラスト・コメントを掲載させていただいた方には、
　ＪＡ商品券をプレゼントいたします。

今月のテーマ

年末

　

ひ
び
き
の
通
信
で
は
、
季
節
ご
と
に

テ
ー
マ
を
考
え
て
、
皆
様
か
ら
の
イ
ラ
ス

ト
や
写
真
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
ま
た
広
報
誌
や
Ｊ
Ａ
に
対
す
る
ご

意
見
・
ご
感
想
や
、
テ
ー
マ
以
外
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
に
つ
き
ま
し
て
も
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

　

イ
ラ
ス
ト
や
ご
意
見
等
に
つ
き
ま
し
て

は
ク
イ
ズ
解
答
用
紙
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

イ
ラ
ス
ト
は
原
則
こ
ち
ら
で
お
預
か
り

し
、
返
却
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
、
返
却
希

望
の
方
は
そ
の
旨
お
書
き
く
だ
さ
い
。

＊
フ
ル
カ
ラ
ー
で
ご
紹
介
い
た
し
ま
す

の
で
、
き
れ
い
に
描
け
た
イ
ラ
ス
ト

は
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
は
な
く
原
本
を
お
送
り

く
だ
さ
い
。「春のおとずれ」

　２月は立春。皆様のもとに春の気配は

訪れているでしょうか。たくさんのお便り

お待ちしております。

●２月号のテーマ●

オオバコさん
編 年末と言えば大掃除。年末の慌しさと終わった後の爽
やかさがうまく描かれていますね。

★
年
末
と
言
え
ば
昔
は
大
掃
除
で
し
た
ね
。

途
中
、
意
外
な
所
で
小
さ
な
宝
物
が
見
つ

か
り
、
ラ
ッ
キ
ー
な
思
い
も
し
ま
し
た
。

今
は
大
掃
除
も
し
な
く
な
り
、
少
し
寂
し

い
で
す
ね
。�

田
端　

松
雄
さ
ん

　

 

わ
た
し
も
最
近
は
忙
し
さ
を
言
い
訳

に
日
々
の
掃
除
す
ら
疎
か
に
な
っ
て
い
ま

す
。
今
年
は
大
掃
除
し
て
晴
れ
や
か
に
新

年
を
迎
え
た
い
で
す
ね
。

編

★
ひ
び
き
の
が
く
る
と
ま
っ
先
に
ク
ロ
ス

ワ
ー
ド
を
や
る
の
が
楽
し
み
で
す
。
そ
れ

で
わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
と
ペ
ー
ジ

を
め
く
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
ほ
と

ん
ど
全
ペ
ー
ジ
に
目
を
通
し
ま
す
。
表
紙

の
人
（
菊
地
さ
ん
）
も
農
業
を
守
っ
て
い

く
た
め
役
員
を
し
た
り
、
し
ゅ
み
で
友
人

と
出
か
け
た
り
と
い
そ
が
し
く
い
き
い
き

と
し
て
い
て
素
晴
ら
し
い
で
す
。

�

あ
ん
ぽ
ん
た
ん
さ
ん

　

 

「
ひ
び
き
の
」
を
ご
愛
読
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
皆

様
の
ご
期
待
に
添
え
る
よ
う
に
頑
張
り
ま

す
。

編★
年
末
は
も
ち
つ
き
！
の
り
も
ち
、
あ
ん

こ
も
ち
、
き
な
こ
も
ち
、
か
ら
み
も
ち
。

そ
れ
ぞ
れ
の
人
が
食
べ
た
い
も
の
を
作
っ

て
食
べ
ま
す
。�

の
り
ち
ゃ
ん
さ
ん

　

 

美
味
し
い
も
の
を
食
べ
な
が
ら
ゆ
っ

た
り
と
過
ご
す
年
末
は
最
高
で
す
ね
。
お

正
月
明
け
ま
で
の
ん
び
り
過
ご
し
て
つ
い

つ
い
食
べ
過
ぎ
て
し
ま
い
そ
う
で
す
。

編

　

 

家
族
の
帰
省
も
年
末
年
始
の
醍
醐
味

で
す
ね
。
コ
ロ
ナ
禍
で
は
中
々
機
会
が
な

か
っ
た
だ
け
に
久
し
ぶ
り
に
会
え
る
家
族

と
の
時
間
は
格
別
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

編

ちーちゃんさん

　

 

除
夜
の
鐘
の
音
を
聴
く
と
い
よ
い
よ

今
年
も
終
わ
り
な
ん
だ
な
と
感
じ
ま
す
ね
。

編

カタバミさん



17

応募締切：３月1１日㈮必着

応
　
募
　
方
　
法

　
解
答
用
紙
に
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

の
答
え
・
住
所
・
氏
名
等
を
ご
記
入
の

上
、
最
寄
り
の
支
店
へ
お
届
け
く
だ
さ

い
。
左
記
住
所
へ
の
郵
送
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

も
構
い
ま
せ
ん
。

　
２
月
号
誌
面
に
て
当
選
者
を
発
表
い

た
し
ま
す
。

　
抽
選
で
10
名
様
に
Ｊ
Ａ
商
品
券
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
い
た
し
ま
す
。
ご
応
募
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

本
庄
市
早
稲
田
の
杜
１
︱
14
︱
１　

Ｊ
Ａ
埼
玉
ひ
び
き
の 

企
画
総
務
課
ま
で

Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号 

０
４
９
５
︱
23
︱
１
７
１
８

⃝

締
め
切
り
は
、
１
月
12
日
㈮
で
す
。

【
個
人
情
報
の
取
扱
い
】

　

皆
様
か
ら
の
応
募
等
に
よ
る
個
人
情
報
に

つ
き
ま
し
て
は
、
一
部
本
誌
へ
の
掲
載
と
商

品
券
発
送
以
外
の
目
的
に
は
使
用
い
た
し
ま

せ
ん
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

応
　
募
　
方
　
法

二重枠に入った文字を、Ａ→Ｅの順に並べてできる
言葉は何でしょうか？

カラスウリ
Ａ B C D E10月号の答え

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

☆ヒント☆
名曲○○○○○のかほり

❶冬眠するものも多い大型の哺乳類
❸謎の多い浮世絵師、東洲斎――
❻その月の一番最初の日
❼寒い日に吐くと白く見えることも
❽授業中は慎んでくださいね
❾ワカメの根元に近い部分
⓫――予報によると来週は寒いらしい
⓭建物が立っていない宅地
⓮――の細かい滑らかな肌
⓯年越しに付きものの麺類
⓰チン！と鳴らすと人が来ます
⓱１号は東京と大阪を、２号は大阪と福岡を結び
ます
⓲年賀状のイラストによく使われます。令和６年
は「辰」です

タ テ の カ ギ

ヨ コ の カ ギ

❶サンタがプレゼントを入れます
❷パパー、ママー、どこー？
❸欧米のクリスマスには、この鳥の丸焼きがよく
食べられます
❹大好きな歌手の――を見に行った
❺レンコンは根のように見えますが、実はこれ
❿「海のミルク」と呼ばれる貝
⓫除夜の鐘を突けるところもあります
⓬水や砂と混ぜコンクリートを作ります
⓭サハラ、タクラマカンといえば
⓮刃物で紙を加工して描きます
⓯冬の京都市は――冷えするといわれます

10
月
号
当
選
者

応募締切：１月12日㈮必着

お知らせ
公式ホームページからの解答も受付いたします。お問い合わせフォームから「お問い合わせ内容」
欄にクロスワードパズルの答え（匿名希望の場合はペンネームも）を入力し、送信してください。
住所・電話番号は、必ず入力してください。お送りいただいた解答に個別の返信はいたしません。
当選者については、誌面にて発表いたします。

出題：ニコリ

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

（
本
庄
市
）

（
本
庄
市
）

（
上
里
町
）

（
上
里
町
）

（
上
里
町
）

（
美
里
町
）

（
美
里
町
）

（
本
庄
市
児
玉
町
）

（
神
川
町
）

（
前
橋
市
）

か
っ
ち
ゃ
ん

モ

リ

コ

板
垣
幸
一

と

っ

こ

プ
ク
ス
ケ

ば

ー

ば

よ
っ
ち
ゃ
ん

ノ
グ
ッ
チ
ャ
ン

ほ

く

と

岡
田
和
子



常勤役員の

よもやまトーク

発
行

人
：

代
表

理
事

組
合

長
 五

十
嵐

雅
樹

編
　

集
：

企
画

総
務

課
令

和
５

年
1

2
月

〒
367−

0030　
埼

玉
県

本
庄

市
早

稲
田

の
杜

1-14-1
TEL 0495（

24）7711   FAX 0495（
23）1718

発
行

所
埼

玉
ひ

び
き

の
農

業
協

同
組

合

下記1～3について、未発表であり会員本人が創作した作品

芸術展覧会開
催
開
催

年金・共済友の会

審査員による厳正な審査を行い、優秀な作品を選出し、表彰を行います。

1 写 真 JA埼玉ひびきの管内の農村風景・伝統行事・家族等を撮影した
ものや、友の会活動に関する写真。人物が特定できる場合、被
写体の承諾を受けたもの、合成写真・組写真は不可とします。

2 絵 画 JA埼玉ひびきの管内の農業・風景・伝統行事・友の会活動及び
日常生活に関するものを題材とした作品。絵画の形式（電子的
なものでも可）は問わない。

3 俳句・短歌 JA埼玉ひびきの管内の農業・伝統行事・JA行事・友の会活動及
び日常生活に関するものを題材にした作品。

6名

佳 作
3名

優秀賞
参加賞

※入選者は除く

作品募集 梨
農
家

　額に
汗
し

　
一
年
も

大
玉
前
に

　
こ
ぼ
れ
し
笑
顔

芋
茎
焚
く

　なつ
か
し
き
味

　母し
の
ぶ

う
ろ
こ
雲

　機械
の
音
も
さ
わ
や
か
に

自
動
で
う
ご
き

　玉葱
植
え
る

コ
ロ
ナ
禍
で

　三年
会
え
ぬ

　芋煮
会

令和５年度 俳句・短歌部門 入選作品

令和５年度 絵画部門 入選作品

応募用紙、応募要項は最寄りの支店又はホームページにて配布しています。

募 集 作 品

JA本店「ひびきのホール」場所

展示
期間

金3 8 月3 18
令和６年

募
集
期
間 1／5金 ▶ 2／13火

令和６年 令和６年

令和５年度 写真部門 入選作品

常
務
理
事

　
中
　
　
　
秀
　
幸

　

早
い
も
の
で
も
う
12
月
。
月
日
は
流

れ
る
よ
う
に
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
す
ね
。

だ
か
ら
こ
そ
、
慌
し
い
日
々
の
中
で

も
何
か
し
ら
目
標
を
持
っ
て
い
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
本
年
も
「
ひ
び
き
の
」

を
ご
愛
読
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
新
年
が
皆
様
に
と
っ
て
良

い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
い
た
し

ま
す
。 

（
か
ん
た
ろ
う
）

　

猛
暑
の
夏
が
終
わ
り
、

暦
の
上
で
は
、
季
節
は
既

に
冬
へ
と
移
り
変
わ
り
、

吹
く
風
の
冷
た
さ
に
改
め
て
季
節

を
感
じ
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。
管

内
の
農
産
物
に
つ
い
て
は
、
組
合

員
の
皆
様
も
ご
存
じ
の
方
も
多
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
今
回
は
、
何

か
と
多
忙
な
日
々
を
お
過
ご
し

さ
れ
て
い
る
皆
様
と
心
の
整
え
方

に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ

く
こ
ん
な
言
葉
を
口
に
し
た
り
、
耳
に
し
た

り
す
る
事
が
多
い
と
思
い
ま
す
。「
何
々
が

忙
し
い
」
な
ど
と
。
自
分
も
つ
い
つ
い
口
に

し
て
し
ま
い
ま
す
が
、「
忙
し
い
」
は
「
心
」

を
「
亡な

」
く
す
と
書
き
ま
す
。
そ
ん
な
時
、
禅

の
言
葉
に
「
調
身
」「
調
息
」「
調
心
」
と
い
う

考
え
方
が
あ
り
ま
す
。
姿
勢
を
整
え
る
と
呼

吸
が
整
い
、
呼
吸
が
整
う
と
心
が
整
う
と
い

う
こ
と
で
す
。
日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
、
少

し
だ
け
実
践
し
て
み
て
は
如
何
で
し
ょ
う
か
。


